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ルーマニアにパリがある⁉
●ルーマニアの首都ブカレストは、バルカン半島のパリと呼ばれ
ていて、フランス風のアール・ヌーヴォー調の建築物も多く見
かけます。

※アール・ヌーヴォー（仏語： A r t N o u v e a u）とは、 1 9世紀末から
2 0世紀初頭にかけてヨーロッパを中心に開花した国際的な美術運動。
「新しい芸術」を意味する。

１

ブカレストの凱旋門

●ブカレスト市内には、凱旋門があります。
これは、第一次世界大戦に、ルーマニアを守って
死んだ兵士達の石造の記念碑で、 1 9 2 2年に建設
されました。凱旋門はブカレストの北部にあり、
パリの凱旋門と似ています。

●かつてのブカレストは、緑の景観と、それに勝る
とも劣らない絵のような建物が、見事に調和した
美しい街でしたが、第二次世界大戦後に古い教会
や歴史的建築物の多くは破壊されてしまいました。
現在は、旧市街の一部と凱旋門に続く通り沿いで、
大戦前の面影を垣間見ることができます。



ルーマニアワイン
●ルーマニアワインの歴史はなんと 6 0 0 0年！
ルーマニアは、ブドウの発祥の地という説もあり、
古くからブドウ栽培とワイン生産が行われてきました。
現在、生産量は世界で第 1 0位です。

●ヨーロッパ大陸の南東に位置し、南フランスや北イタリア

と同じ緯度にあるルーマニア。気候は温帯大陸性気候で、

湿度が比較的に低く、夏の日差しが強めです。

●ルーマニアにも日本と同じように四季がありますが、

昼夜の気温差と冬夏の気温差が大きく、ワイン用のブドウ栽培には

非常に適している環境です。

甘口のワインが
有名なんじゃよ～

２
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高品質で美味しいルーマニアの
ワインは、ヨーロッパや日本の
ワイン愛好家たちの舌を唸らせる
「通だけのワイン」と言われて

います。



ルーマニアの温泉

●ルーマニアの各地には、日本のように温泉保養地がたくさんあります。

●その中でも、バイレ・フェリックス（ B a i l e F e l i x）は、ルーマニア

西部の世界的に有名な温泉地で、 2 , 4 0 0年も前に

温泉が噴出したと言う記録がある歴史のある温泉

です。

効能は、リウマチ、神経性疾患、婦人科系疾患など

で、国内だけでなく、ハンガリーやヨーロッパの

各国から観光客が訪れ、温泉だけでなくリゾート地

としても人気がある場所です。

●ルーマニアの温泉保養地には、今も美容と健康のた

めに国内外から観光客が訪れるため、リゾートホテ

ルなどの宿泊施設も充実しています。

３

エフォリエノルド（ Eforie Nord）リゾート

ネプトゥン（Neptun）
リゾート



ルーマニアで泥パック

●ルーマニア南東部、黒海に面する海岸保養地。

コンスタンツァの南約 1 0キロメートルに位置し、

テキルギョル湖の泥はリマウチ治療や美容に

効果があるとされて、療養地としても有名です。

●テキルギオル湖の黒い土を使って泥パックが

行われています。

泥はミネラルをたくさん含んでいて、

全身に塗るとたちまち汗がにじみ出てきます。

もとより有効成分が豊富な湖水も、リューマチ、血行障害、

皮膚病、神経系病、呼吸病をはじめ、様々な病気の治療に

役立っており、美肌やアンチ・エイジング目的の

セレブや女性たちが、世界中から治療を受けに

ここへやって来ています。

４
コンスタンツァは、黒海西岸に臨む
ルーマニア最大の港湾都市です



ルーマニアの陽気なお墓
●マラムレシュ地方のサプンツァ村に

「陽気なお墓」と言われる

観光名所があります。お墓にはカラフルな

絵が描かれていて、お酒を持っている人や

キッチンに立っている人、車にはねられて

いる人など、ユーモアのある絵柄が故人の

人柄や特徴を表しています。５
●これらのお墓が作られた発端は、この村に住んでいた職人のイオ

ン・スタン・パトラシュさんが、 1 9 3 5年に生前の生活ぶりや職業

を絵に描いたことです。

近所のお通夜に出席した時に、近親者や知人が個人との楽しくて懐

かしい思い出話を語っている様子を見て、お墓に供える木に個人が

元気だった頃の暮らしぶりが分かる姿を絵に描いたそうです。

●イオンさんは 1 9 7 7年に亡くなりましたが、生家が記念館として一

般公開されています。また、その隣にあるアトリエでは、イオンさ

んの遺志を継ぐ弟子の方々が日々、墓掘りに励んでいるそうです。



ルーマニアの公衆トイレは有料⁉

●ルーマニアでは、ほとんどの公衆トイレは有料です。

ガソリンスタンド内のトイレは無料で利用できますが、

利用する場合は、どんな小さなものでも良いので

売店で購入することが望ましいそうです。

●トイレの利用料金は 1～ 1 . 5 0 L E I（レイ）。

１ L E I（レイ）＝約 2 6円なので、だいたい 3 0～ 4 0円くらいです。

入口ではトイレットペーパーも貰えます。

なお、大都市や観光地などに行くと、 2 L E I（レイ）＝約 5 0円
のトイレもあります。

●日本では「公衆トイレは無料が当たり前！」と

考える人が多いと思いますが、ヨーロッパの多くの

国では、有料トイレが一般的。

ヨーロッパへ旅行する際は知っておくといいでしょう。

1回の利用料金は 4 0～ 5 0円程度が多いようです。

６



その他の豆知識❶
★体操界の英雄とビートたけし？

ルーマニアは世界で有数の体操大国。

1 9 7 6 年のモントリオール・オリンピックでは、ナディア・コマネチ

（ N a d i a  C o m ă n e c i ）が完璧な演技を見せ、オリンピックの舞台では

じめて 1 0 点満点を取り、 3 つの金メダルを獲得しました。

コマネチが現役を引退してから約 4 0 年。体操で世界的に有名になった

コマネチですが、日本では人気コメディアンのビートたけしのギャグで

知られています。足をガニ股に開いた独特のポーズで「コマネチ！」と

キメる姿をテレビなどで見たことのある方もきっと多いはず。

７

★世界中から歯の治療に来る？
ルーマニアの歯科医の医療レベルは高く、料金は他のヨーロッパ諸国と比

べて比較的安かったため、世界各国から歯の治療のため多くの人がルーマニ

アに訪れていました。

しかし、 E U に加盟後は、治療費が上昇してしまい、現在はそれほどではな

いかもしれません。



その他の豆知識❷

８

★ルーマニアの人は何か国語も話せ る⁉
公用語はルーマニア語で、人口約 2 , 3 0 0 万人のうちの約 8 9 ％が話し

ます。

人口の約 7 ％はハンガリー語を話しますが、主にトランシルバニア地
方で使われます。これは、 1 5 世紀以降、現在のトランスシルバニア地
方がオース トリア・ハンガリー帝国の領土で、ドイツ系やハンガリー
系の人々も多く住んでいたためです。また、ドイツ語も人口の約
1 . 5 ％の人々が話します。

ルーマニアでは外国語教育に力を入れていて、小学校 2 年生から第 1 外国語の授業が
あります。また、 5 年生からは第 2 外国語の学習も始まり、日本の学校より早い段階か
ら外国語を学ぶ機会が多くあります。外国語は選択授業となっていて、①英語、②ドイ
ツ語、③フランス語の順で人気があるようです。

このように公用語のルーマニア語以外の言語にも触れる機会が多いため、自然に話す
ことができるようになるのでしょうか。一人で数か国語を話す人が多いそうです。

★馬車がまだ現役バリバリの交通手 段？
ルーマニアでは、市街地を少し離れると馬車が普通に走っています。馬は耕運機替わ

りにもなり、また、送り迎えのマイカーにもなるため、農業国ルーマニアにとっては大
活躍中の乗り物です。



その他の豆知識❸

９

★大きくて立派な国会議事堂！！
ブカレストにある国会議事堂宮殿（ P a l a t u l P a r l a m e n t u l u i パラトゥル・パルラ

メントゥルイ）は、庁舎（行政目的で使用される建物）の中で、アメリカのペンタゴ
ン（国防総省の本庁舎）に次ぐ世界第２位の大きさです。

同じ庁舎ビルの中で、世界一の高価な建物および世界一の重い建物である記録も
持っています。

壮大さとともに、内部の豪華な設備は訪問者を驚かせます。中にはテニスコートよ
り大きな部屋もあり、大理石の床、純クリスタルのシャンデリア、金メッキの壁、彫
刻飾りなどで装飾されています。

あまりの大きさから、絨毯はその場で造ったそうです。現在その一部は、ルーマニ
アの国会に利用されていますが、一部は国際首脳会議、博覧会の会場などに使われて
います。

日本の国会議事堂は、幅206.36m×
奥行き88.63mで、高さは両翼部

20.91m、中央棟65.45m、延床面積
5万2,165.52m²です。

幅275m×奥行き235m、高さ
84m、延床面積33万㎡です。



【情報・写真・イラスト等 提供元】
■ルーマニア大使館：https://tokyo.mae.ro/jp
■ルーマニア政府観光・商務局：https://www.romaniatabi.jp/
■DANIEL’s WINE CLUB「ルーマニアワイン豆知識」：

https://www.danielswine.club/highlights.html
■Unsplash：https://unsplash.com/
■いらすとや：http://www.irasutoya.com/
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